
野木町役場_広報のぎ1月号　297×210/3C（プロセス）� 【ファイル名】nogi2301pdf （P.6）

（6）

　

 

ては、雑木林は生活に密着した存在で、家庭の燃

料はもとより落ち葉は畑の肥料としても用いられ

ておりました。またいずれの林も下草はきれいに

刈り取られ、すっきりとして美しく見えました。

そこでは秋にはキノコがたくさん採れたものです。

　私は鉄道西側の丸林で生を受け、ほとんどこの

地で生活をしてまいりました。私が子供のころ

民家は２０軒足らずで、その周辺は雑木林でした。

その中に畑そして民家が点在しているというよう

なところでした。

　小学校は南赤塚小学校に行ったのですが、雑木

林を通り抜けての通学でした。畑地になるところ

まで通り抜けるのに家一軒もない道でしたが、そ

この雑木林は私たちに四季の移ろいや、その匂い

を感じさせてくれたものです。春にはツツジが群

生して咲いている所があったり、松林では松から

独特な香りが発散され、また姿は見えないが林の

奥の方より山百合の香りを感じた時などは夏の近

さを想ったものです。

　今となっては想像することさえ難しいことです

が、林を通り抜けて通学した当時を懐かしく思い

起こさせてくれた１枚の写真でした。

　広報のぎ掲載の「野木想い出写真館」にて遠い

在りし日の野木町の行事や風景が紹介されており

ますが、令和３年１１月号にて野木駅開設当初の写

真を拝見し、懐かしさとともに当時の風景および

その後の環境の変化に感慨を覚えました。今では

スマホで手軽に写真を撮ることができますが、そ

の頃はカメラを持っている人はまだ少なく、今と

なっては想像もできない当時の風景を見せてくれ

る貴重な記録だと思います。

　区画整理された今では想像できないかもしれま

せんが、駅開設以前はこの辺り一帯は雑木林でし

た。地名が「丸林」となっていますが、この辺り

の特徴を表していたのかと考えることがあります。

区画整理が始まったのは、確か私が高校の頃だっ

たかと思いますが、工事が始まると木は伐採され

林の中に幾筋の道が走りはじめ、美しく思えた雑

木林も宅地へと変わってゆきました。当時におい
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図書館コーナー
問町立図書館　撒（57）2811Vol.２２

テーマ　「若い人に贈る読書のすすめ」
　１月は「はたちを祝う会」があります。新たな
人生の一歩を踏み出す若者に、ぜひ読んでもらい
たい本を集めました。

★★ 児童図書 ★★

～例えばこんな一冊～
【みんなに好かれなくていい】《和田秀樹/著 小学館》

１月の企画展示

　１月企画展示の内容の一部をご紹介します。
　おすすめの本を、ぜひご覧ください！

テーマ　「新年・和の行事」
　気分新たなお正月から１年の行事の本を集めま
した。

～例えばこんな一冊～
【しばわんこの今日は佳き日】《川浦良枝/著 白泉社》
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問生活環境課　撒（57）4246

シリーズ　野木町のごみ処理

プラ容器、剪定枝の 
出し方について

　お問合せの多い内容についてお知らせとお願いです。

　今月から、「図書館コーナー」と「郷土館コーナー」を
隔月で掲載していきます。お楽しみに！

プラ容器

剪定枝

●中身（本来購入した目的のもの）を使った後、

　不要となる容器や包装

 出し方

　プラ容器を軽く洗って汚れを取り除き、透明 

または白色半透明の袋に入れ、可燃ごみの集積

所へ出してください。

●太さ１０cm、長さ６０cm以下の木の枝

 出し方

　麻ひもか紙ひもで束ねて、可燃ごみの集積所

へ出してください。そのままチップにします。


